
ＳＡＳバージョン 6.07 版の概要（再掲） 

システム管理掛 

 

前号でお知らせしましたとおり、統計解析システムＳＡＳバージョン 5.18版は、本年末でサービ

スを終了します。今後はＳＡＳバージョン 6.07版をご利用ください。 

 

ＳＡＳバージョン 6.07のコマンドは、 

1999 年末までは ＳＡＳＮＥＷ  

2000 年からは ＳＡＳ になります。 

 

以下に、ＳＡＳバージョン 6.07版の概要を示します。なお、概要については、東京大学大型計算

機センターニュース Vol.25 No.2「ＳＡＳ新バージョン(6.07 版)の公開について」の一部を再掲しま

した。 

 

ＳＡＳバージョン 6.07 版の概要 

 

（１） 31 ビットアドレッシングのサポート 

  従来の 24 ビットアドレッシングから 31 ビットアドレッシングに拡張されたため従来指定する

ことができなかったアドレス空間が利用できます。 

 

（２） ＳＡSデータービューのサポート 

  ＳＡＳデーターセットの概念が大きく拡張され、実際にデーターを記録した実体としてのＳＡＳ

データーファイルと、データービューという実データー値を参照するための指示と読み取り手順を

登録した論理形式ファイルの２つのファイルで構成することが可能になりました。 

 

（3）Base ＳＡＳソフトウエアの拡張機能 

① ＷＨＥＲＥステートメントの追加 

ＷＨＥＲＥステートメントにより、ＳＥＴステートメントを用いてデーターをサブセット

化してからＰＲＯＣステップに渡して利用していたものが、ＰＲＯＣステップの中でＷＨＥ

ＲＥステートメントにより条件指定をするだけでサブセット化するのと同じ効果が得られ、

サブセット化による中間ファイルの作成が不必要になります。 

② ＳＱＬプロシジャの追加 

ＰＲＯＣ ＳＱＬは、ＳＡＳデーターセットならびにリレーショナルＤＢＭＳ 

（DataBase Management System）に対する、定義およびアクセスのためにＳＱＬを使用

するプロシジャです。検索、更新、テーブルの作成および修正などの目的でＳＱＬプロシジ

ャを利用できます。 

③ ＰＲＯＣ ＭＥＡＮＳとＰＲＯＣ ＳＵＭＭＡＲＹ ＰＲＯＣ ＣＯＲＲの機能拡張 

・ ＰＲＯＣ ＭＥＡＮＳでＣＬＡＳＳステートメントが使えます。データをクラス変数で



ソートしなくても、グループごとの計算が可能となりました。 

・ ＰＲＯＣ ＳＵＭＭＡＲＹでプロシジャ出力を作れます。 

・ ＰＲＯＣ ＭＥＡＮＳで作成する出力データセットに、変数_FREQ_および_TYPE_が

作られます。この結果、ＭＥＡＮＳおよびＳＵＭＭＡＲＹプロシジャの出力データーセ

ットは同じものになります。 

・ ＰＲＯＣ ＣＯＲＲ 

ＰＲＯＣ ＣＯＲＲ文にＡＬＰＨＡオプションを追加することでα係数が出力される

ようになりました。 

 

（４）ＳＡＳ／ＳＴＡＴソフトウエアの追加機能 

  仮説検定、生存データー解析、探索的多変量データー解析等のプロシジャが追加されました。 

① 仮説検定 

・ＰＲＯＣ ＣＡＬＩＳ 

共分散構造分析を用いて、線形構造方程式モデルのパラメータ群を推定し、また、適合度の

検定を行います。 

・ＰＲＯＣ ＬＯＧＩＳＴＩＣ 

２値応答または順序応答のデーターに対して最尤推定法を用いて、ロジスティック回帰を当

てはめます。このプロシジャは医学、薬学、マーケットリサーチなどの研究に有用です。 

② 生存データ解析 

・ＰＲＯＣ ＰＨＲＥＧ 

ＣＯＸの比例ハザードモデルに基づく生存データーの回帰分析を実行します。 

ＣＯＸのセミパラメトリックモデルは、生存データーの解析に幅広く使用されています。 

③ 探索的多変量データー解析 

・ＰＲＯＣ ＣＯＲＲＥＳＰ 

コレスポンデンス分析を実行します。多重コレスポンデンス分析も実行できます。 

このプロシジャでは、関連表やバート表をデータとして読み込むことが可能です。 

・ＰＲＯＣ ＰＲＩＮＱＵＡＬ 

交互最小二乗法を使って、交換後の共分散または相関係数のある特性を最適化するような、

線形、または非線形の変数変換を行います。 

・ＰＲＯＣ ＴＲＡＮＳＲＥＧ 

回帰分析、正準相関、分散分析のモデルに対して、交互最小二乗法を使って、線形または非

線形の変数変換を行います。 

④ その他のプロシジャ 

・ＰＲＯＣ ＭＤＳ 

２元または３元データーに対するメトリックまたはノンメトリックな各種多次元尺度構成

モデルをあてはめます。このプロシジャは、ＰＲＯＣ ＡＬＳＣＡＬの多くの機能と、ＰＲ

ＯＣ ＭＬＳＣＡＬＥの機能の一部を統合しています。 

・ＰＲＯＣ ＭＩＸＥＤ 

母数効果と変量効果の両方を含むモデルをあてはめます。ＰＲＯＣ ＧＬＭでは誤差因子が



１つしかないモデルしか解析できませんでしたが、ＰＲＯＣ ＭＩＸＥＤではそれを拡張し

て、誤差因子が複数あるモデルも扱えます。 

 

・ＰＲＯＣ ＭＵＬＴＴＥＳＴ 

さまざまな統計的検定に対する通常のｐ値と多重性を調整したｐ値とを計算するプロシジ

ャです。このプロシジャは SUGI サプライメンタルライブラリのプロシジャであったＭＢ

ＩＮに代わるものです。 

・ＰＲＯＣ ＬＡＴＴＩＣＥ 

格子計画によるデーターに対して、分散分析と単純な共分散分析を計算します。 

対応している実験計画には、バランス格子計画（正方）、部分バランス格子計画 

（正方）、単純または３重の長方形格子計画があります。 

・ＰＲＯＣ ＩＮＢＲＥＥＤ 

ある血統での近交係数（共分散）を計算します。このプロシジャは大規模な母集団を扱うこ

とができます。また、母集団を重なり合わない世代に分割し、それぞれの世代で別々に解析

するという特殊なモードも用意されています。 

 

（５）ＳＡＳ／ＩＭＬソフトウエアの新機能 

ＩＭＬソフトウエアでは新機能として、数値積分、常微分方程式を解き、行列のＱＲ分解を計算

する機能と確率等高線の作図、非線形システムの解析を行うなどの機能があります。 

 

（６）ＳＡＳ／ＥＴＳソフトウエアの新機能 

ＥＴＳソフトウエアでは、新しい予測プロシジャとモデリングのためのプロシジャを導入してい

ます。 

・ＰＲＯＣ ＥＸＰＡＮＤ 

時系列データに対して時間間隔変換と欠損値補間法を実行します。 

・ＰＲＯＣ ＬＯＡＮ 

調節可能額、定額、バルーペイメント、バイダウン抵当額についてのローン解析が行えます。 

・ＰＲＯＣ ＴＳＣＳＲＥＧ 

このプロシジャはSUGIサプライメンタルライブラリにあったもので、6.07版に変換され、

時系列誤差構造と横断面寸法を組み合わせるデーターのリアルタイム回帰モデルが解析で

きます。 


